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重有越iJと齢塾

アフ リカ学会 の発足 にあたつ て

長谷川  秀 治

ギ笑京大学 に於 て第 1回 大会を催 し、無事発会をみ た 日本 ア

フ リカ学 会 〃の誕生 にあた り、 これ までの経緯について簡単 1/L報告い た します。

第 2次大戦後、 アフ リヵは多 くの独立 国を生み、国際政治 の上 において も、 も

はや無視 し得ない存在 とな り、 ゎが国におい て もア フ リカの政治、経 済、 文化、

その他各 分野に関心 を持つ研究者 の数 が 次第にふえて参 りま した。 それ らの研究

者 は、 それ ぞれ′の所 属 す る大学 研究機 関を中ノいとした研究会、或いは 4El人 の グル

ープなど、 そのおか れた環境 に応 じて努力を重ね てきましたが、残念/Fら 横 の研

究連絡を はか る全国的な単一学会 はな く、 相互に連絡の乏 しいままに今 日迄 参つ

た次第であ ります。

去 る 5月 、皆様 にお配 りした発 会 の趣 意書に名をつ らね た 8人の発起人代 表は、

この よ うな現状 につい てかねがねその打解策 を考えて居つた者 達であ り、 何 とか

して この現状 を改善 し、 内に国内の研究者 のイ☆の連絡、外 に国際学会 との連 絡を

はか る全国 的単 一学会 の設 立を考 え、全 国 の志あ る研究者 に敬 を飛ば L′ た 次第で

あ ります。幸に して多くの方 々か ら激励や費同を頂き、今 回現在登録 ずみ約 16
0名 、未登録を含め ると約 200名 の方 々が入会 され、その地理的分布は北海道

か ら九州におょび、ス アフ リヵを研究す る場合の専門分野は、 自然科学か ら人文

科学 への各分野にまたがつてお ります。

4月 11日 の記念講 演会、 4月 12日 の アフ リカとは何か 〃と題す る研究発

表及 びシンポジ ウムは、熱心な参加者に支えられ、特にシンポジゥムは、持時 1割

を超過 してまで有意義な議論が行われました。又同日夜行われま した会員懇親会

には、約 50数名の参会を 見、国内各大学 アフ リカ研究会の学生諸君 も交え、将

来に希望 をもたせ る会合 であ りました。

本会発足については、 当然 会則の整備、人事の決定など、会を運営するため

の事務が残 されておったゎけであ りますが、 これにつぃては次のような手順をふ

んで参 りました。



1.大 会 前に発 起人代表 で協 議 の上、 45名 の方 々に発 起人を お願 い しま した。

2.4月 8日 、国際文化会館に於て、日本学術会議及び関係隣接学会の幹部の

方々の御参集を願い)今後のアフリカ研究のあり方について、種々懇談いた

しました。

5,4月 11日 、 記念講演会終了後、発 起人の中か ら 16名 の在京世話人が集

り、 その席上長谷川秀治 ょり、今後の具体的な運営については、発足勿々の

学会の ことで もあ り執行部におまかせ した らどうか の発言あ り、参会者 の賛

同を得ました。

4.乙.の 承認に基き、在京世話人 は、今西、 中山、松沢 o発起人 とゃ密接 な連

絡をとりつ ゝ慎重協議 の結果、次の結論を得ました。

5.A。 新設の学会であ り、会員相互 の面識 も乏 しく、又会員数 も毎 日漸増 し

つつあるような状態 では、会員→ 評議員→理事→ 会長というよ うな公式な役

員人事 のル~卜 を とることは、現状では (少 くとも今年度は )き わめて難 し

ぃが、対外的な折衝 もあ り、学会 としての体裁を整え るために暫定的な役員

をおく必要があ ること。 、

B.Aの ような事情 と、事柄の緊急性をかんがみ、明春の第 2回大会迄 の

1年 間は、 8名 の発起人代表がその責任を とり若子の方に応援を願つて暫定

的な役員を構成 し)出来得れば今年末位、会員遂の安定 した ところで評議員

の数を決 め、会員の直接選挙に ょり評議員を選 出し、正規の手続きを経て次

期役員を選 出したいこと、

以上の ような手1隕 をふみ、世話人協議の結果次のような理事ゝ及 び監事の人事

を決めました。

本年度の理事の陣容 は、 今西錦司 (京 大 )、 岡正雄 (H/1大 )、 小堀厳 (東大 )、

中山正善 (天理大 )西野照太郎 (国 会図書館 )長谷川秀治 (群馬大 )、 松沢勲

(名 大 )、 山田秀雄 (一橋大 )の 8名 であ り、 互選にょ り会長に長谷川が選ば

れました。又学会監事 は福永英二 (ア フ リカ協会 )氏にお願いし、幹事 として

浦野起央 (国 大 )、 鈴木秀夫 (東大 )両君 を委嘱しました。

役 員人事については、右の ような事情を会員各位において御了承の上、御承認

頂きた く存 じます。

新学会の会則については、暫定的に次のように定め、 これ も次期総会において

改善 Lン てゆきたいと思 います。



日 本 ア フ リ カ 学 会 会 則

第 4章 総 則

第 1条  この会は 日本 アフ リカ学会 と称す る

第 2条  この会はアフ リカ大陸及 びその周辺島と津の 自然 と人文 。社会についての

基礎的な研究及 び調査を行い、 日本に於 るアフリカ研究の発展をはか る

ことを 目的とす る。

第 5条  この会は前記の 目的を達成す るために、次の事業を行 う。

1.機関誌及び図書等の刊行

2.研究発表の為の会合の開催

5,国内及 び国外の学術研究団体、学会 との連絡、交流

4,現 地研究調査

5.研 究者 の育成

も.そ の他 目的を達成す るために必要な事業

第 2章 会 員

第 4条  この会の会員を次の三種類 とす る。

1.正会員   (年 会費  1500円 )

2.準会員   (年 会費  1000円 )

乙.法 人会員   (年 会費 4口 に付 10000円 )

ただ し卜 準会員とは大学院学生以下のもの とす る。      ■

第 5章 役 員

第 5条  この会は次の役員を置 く。

1,会長    1名
2,理事    10名 以内

5.評議員  若干 名

4,監事    2名 以内

以上 4月 末 までにおける新学会 の現状について申上げました。新学会 の現 状に

おけるアフ リカ研究の発展のために、 それぞれの専門分野において 日夜研万皆され

る会員詰氏の総有機関 であ り、その将来の発展は一に会員諸 氏 1人 1人 にかかつ

ています。本学会 の活動をますます有意義な らしめるための具体的な方途につい

て、会員諸氏の忌憚ない御意見の開陳を願うと共に、こ邦を 支えてゆく経済的基

盤の強化についても、つねに深い御関心と御協力を仰ぐ次第であ ります。



s「アフリカ研究」の刊行予定につぃて

日本アフリカ学会の機関誌は、「 アフリカ研究」、と題 し、第 1号は、第 1回大会の折の
″
アフリカと

はfrt」 か 〃と題する5人の報告内容を中心に結集をすすめております。編集部は、当分の間、常任理事

長及び幹事で代行ぃたしますが、事務上の連絡は、当会事務局で結構です。           ″

第2号以降の編集ついては、本会会員の広がとな層にかんがみ慎重検討中であります。アフリカに関

する問題別、又は地域別の特集号形式をとりながら、一般論文も掲載 してゆく所存です。

学会活動の記録は、い報欄を設けて、会員諮兄姉の研究動向、その他重要なニユースをのせてゆ く

ことにいたします。つぃては、それぞれの専門誌に論文を掲載された場合とか、著書を出版された場

合には、その抜刷 りを学会まで、御寄贈頂けば、「アフリカ研究」誌上におぃて、紹介批評をしてゆ

きたく思います。「 アフリカ研究」のい報欄を見てぃけば、日本のアフリカ研究機関及び研究者の大

勢が確実につかめるとい う名笑共に全国機関誌と

S,会 員募集 に

4月 末現在の会員数は 155名 で、なお少 しづ

入会申込書を見ながら考えることは、アフリカに

専門分岳泳景≧茎置混盆暑唇屋混審書畢赤啓客泉とを号:」まど号讐 ユ
|1琴ギ
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それ″でも世話人の

会員の方々から、以上 のような点を勘策の__撮極的な新会員御紹介を期待 してお ります。会貝」およ

び申込用紙は、必要部数記入の上、御―報次第ぉ送 りします。なお、学会例会の当日は、会場 でも受

付けいたします。

S第 1回 夕1会 のお知 らせ

学会活 IIy」 の中心となる研究会は、当分の問月 4阻 |、 開催 してゆきた く思います。第 1回は、 
″
熱帯

医学上 より見たア フリカ〃と題 し長谷川秀治氏にお拡Hい します。同氏は、外務省の文化使節として、

先年アフリカ各地をまわられ、っぶさに現地の諸問題を観祭 して来られました。スラィ ドをま じえて

興味あるお話を伺えると思います。 日時は、 5月 25日 (土 )午後 2時より約 1時間、場所は、国立

国会図書館 1階小講堂です。なお研究会において発表を希望 される方は、その題 目と簡単な要 旨 (2
00字位 )をそえて事務局迄、お申し込み下さい。大会貝諸氏からの研究会のあり方についての御意

見を歓迎いたします。海外研究者の来日など、ょいニュースのある場合も積極的な連絡をおまちしま

す。            ′

S会 費 納 入 に つ い て の お 願 い

学会の会賞は、前記のように正式に決ま りましたので、未だ御納入されていない会賞は、至急お納

め願います。送 り先は、現金送金ならば東京都文京区本富士町東京大学理学部地理学教室内日本アフリ

カ学会事務局宛、銀行送金は第一銀行本郷支店、日本アフリヵ学会の普通 回座宛ゎ郵便振替送金は東

京 57828日 刀(ア フ リカ学会夕Lでお願い します。              、   ヽ


